
まじわる災害公営住宅㉞
　ございんの会（宮城県亘理町）

仮設住宅のいま①
　宮城県女川町　
　
どこでもサロン⑫
　音別ふき蕗団（北海道釧路市） 
　おうちサロン（滋賀県米原市）

被災経験地からのメッセージ
　川根振興協議会（広島県安芸高田市）

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

東北の元気
　健康麻雀愛好会 ( 宮城県松島町 )

・読者の声　　・購読者を募集しています！　　・次号予告　　・お知らせ
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71vol.月  

刊地域支え合い情報
東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする

里山の間伐作業 ( 特定非営利活動法人吉里吉里国／詳しくは 7 頁へ）

東日本大震災の被災者の生活を支援するあなたのための情報紙です。

農林水産業と
ともに育つ特集

15

本体 286 円 + 税

● 手を取り合って水産業とまちの再生・発展を
   漁業生産組合浜人 ( 宮城県石巻市 )

● 北限のオリーブをまちと復興のシンボルに
    一般社団法人雄勝花物語 ( 宮城県石巻市 )
 

● 豊かな里山の暮らしを見つめ直して 
    特定非営利活動法人吉里吉里国（岩手県大槌町）

3

☆専門家に聞く地域づくりのヒント
　（十文字学園女子大学 人間生活学部 教授 佐藤 陽さん）

7
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61
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16
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　「農林水産業とともに育つ」　「農林水産業とともに育つ」

四方を海に囲まれ、国土の約 7 割が山地や丘陵地で、
季節の変化に富んだ日本は、
豊かな自然から恵みをもらって、暮らしてきました。

農業・林業・水産業などの一次産業は、
私たちの暮らしの根幹を支えてきた産業といえます。

自然を肌で感じられ、生きものの命に直にふれる仕事。
（ときに自然はままならぬこともありますが、）自分の技量と努力が反映される仕事。
「生きること」に直接貢献できる仕事。
多くの人たちがやりがいと誇りをもって、産業を担っています。

しかし、少子高齢化などの影響もあり、
産業の担い手は減少しています。
2011 年の東日本大震災も、そうした傾向に拍車をかけました。

一方で、被災地から新たな産業の取り組みも生まれて、
地域の未来に、希望の光をもたらしています。

産業活動を通じて、地域の可能性を掘りおこし、地域を元気にする。
地域、産業に新しい価値観と展開を生み出す。
同業者や異業種の団体とのつながりを広げていく。
生産者と消費者の断絶をつなぎ直す。
地域内外の関心を呼びおこし、次の担い手も育む。

地域の実情、産業の実態にあわせた、
それぞれのアプローチがとられていますが、
いずれの団体も、産業の復旧から、そこにとどまらない、
震災前以上の産業発展、地域の活性化も見据えた活動を行っています。
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特集 復興と地域包括ケア

手を取り合って水産業とまちの再生・発展を
◎漁業生産組合浜

はまんと

人（宮城県石巻市）

　　　　　　　● 資源を共有し、助け合うことから産業の復旧につなげる
● 水産業の担い手づくりには、魅力を増やすことと次の世代に伝えることが大事。そのためには、民間・地域
レベルから波及させること

ポイント

山形県

宮城県
石巻市

岩手県
秋田県

太平洋

福島県

特集 農林水産業とともに育つ

ワカメの収穫の様子

DATA

漁業生産組合浜人
（代表者 西條 剛）

〒986 -0201
宮城県石巻市北上町十三浜大指１６
TEL 0225-66-2071
URL https://www.hamanto.com/

宮
城
県
石
巻
市
北
上
町
十
三

浜
は
、
北
上
川
の
淡
水
と
太
平

洋
の
海
水
が
ま
じ
わ
る
恵
ま
れ

た
漁
場
に
あ
っ
て
日
本
有
数
の

海
藻
の
産
地
と
し
て
名
高
い
。

　
「
漁
業
生
産
組
合
浜は

ま
ん
と人
」
は
、

北
上
町
の
漁
家
5
家
族
、
総

勢
15
人
に
よ
る
生
産
法
人
だ
。

震
災
後
に
、
相
互
の
助
け
合
い

の
目
的
で
生
ま
れ
た
。
給
料
制

で
共
同
作
業
を
行
い
、
ワ
カ

メ
・
昆
布
・
帆
立
の
養
殖
か
ら

茹
で
あ
げ
、
塩
蔵
、
加
工
、
販

売
ま
で
の
全
工
程
を
手
が
け
て

い
る
。
ほ
か
に
、
ネ
ッ
ト
で
の

直
接
販
売
な
ど
の
新
た
な
販
路

開
拓
や
企
業
と
組
ん
で
の
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
共
同
開
発
も
行

う
。
さ
ら
に
、
漁
業
体
験
の
受

け
入
れ
や
学
校
教
育
に
も
力
を

入
れ
る
。

分
か
ち
合
い
、
立
ち
向
か
う

2
0
1
1
年
3
月
11
日
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
害
に

よ
り
、
北
上
町
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
る
。
養
殖
施
設
は
全

壊
。
加
工
場
、
漁
船
は
9
割

全
壊
し
た
が
、
な
か
に
は
、
加

工
場
が
高
台
に
あ
っ
て
損
壊
を

免
れ
た
人
や
、
津
波
が
来
る
前

に
船
を
沖
に
逃
が
す
こ
と
が
で

き
た
人
も
い
た
。
残
っ
た
資
源

を
皆
で
共
有
し
て
仕
事
が
で
き

な
い
か
。
震
災
前
か
ら
親
交
が

深
い
5
家
族
で
話
し
合
い
が

も
た
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年
10

月
、
浜
人
が
設
立
さ
れ
る
。
組

合
員
は
、「
現
状
が
困
難
だ
か

ら
、
手
を
取
り
合
っ
て
や
ろ
う

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
」
と
振
り
返
る
。

復
旧
を
目
指
し
、
町
民
は
共

同
で
ガ
レ
キ
撤
去
作
業
か
ら
始

め
た
。
そ
れ
か
ら
、
浜
人
結
成

前
後
の
9
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
、
ワ
カ
メ
の
種
を
海
に
浮

か
べ
て
収
穫
に
備
え
た
。
翌
年

3
・
4
月
に
は
、
前
年
比
約
7

割
の
収
穫
量
だ
が
、
利
益
を
あ

げ
る
こ
と
で
き
た
。
漁
師
た
ち

は
、
生
活
の
糧
は
も
ち
ろ
ん
、

機
材
購
入
や
自
宅
再
建
に
あ
て

た
借
金
も
返
済
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
ワ
カ
メ
は
短

期
間
で
育
ち
出
荷
で
き
る
た

め
、
重
宝
さ
れ
た
。

「
自
分
た
ち
で
売
る
」
発
想

売
上
を
あ
げ
る
に
は
、「
数

量
×
単
価
」
を
あ
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
し
か
し
、
水
揚
量

を
増
や
す
に
は
限
度
が
あ
る
。

全
自
動
化
は
で
き
な
い
し
、
ひ

と
り
で
つ
く
れ
る
量
に
は
限
界

が
あ
る
か
ら
だ
。
で
は
、
単
価

　「農林水産業とともに育つ」　「農林水産業とともに育つ」



4月刊 地域支え合い情報　VOL.71　2018.7

特集 被災地以外の支え合い

「あれだけのことがあっても立ちあがったわけだから。再開して良かっ
たなと最終的に思える形までもっていかないと。震災のマイナスを少し
でもプラスに変えられるような取り組みを考えてやらなきゃいけない」

北限のオリーブをまちと復興のシンボルに

地
域
の
漁
師
、
水
産
団
体
な
ど

と
F
M
J
を
設
立
。
担
い
手

育
成
や
消
費
者
と
生
産
者
と
の

仲
介
、
都
市
部
と
地
方
と
の
橋

渡
し
な
ど
を
行
っ
て
、
課
題
解

決
に
当
た
っ
て
い
る
。

浜
人
と
F
M
J
は
相
互
に

連
携
も
と
る
。
販
路
の
開
拓
や

営
業
面
で
協
力
す
る
ほ
か
、

F
M
J
が
石
巻
市
か
ら
委
託

を
受
け
る
「
水
産
業
担
い
手
育

成
事
業
」
で
は
、
漁
業
体
験
の

受
け
入
れ
先
の
一
部
を
、
浜
人

の
漁
師
が
担
っ
て
い
る
。ま
た
、

同
事
業
の
一
環
と
し
て
、
浜
人

の
漁
師
が
地
域
の
学
校
で
水
産

業
の
現
状
と
可
能
性
を
伝
え
て

い
る
。「
い
ま
は
、
漁
師
の
息

子
で
も
、
海
の
こ
と
を
知
ら
な

い
子
も
多
い
。
ま
ず
は
、
海
を

も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
ワ
カ
メ

や
昆
布
、
帆
立
を
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
阿
部
さ
ん
は
想
い

を
語
る
。

で
は
、
後
継
者
育
成
の
た
め

に
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
何
か
。

　
「
次
の
世
代
に
伝
え
る
こ
と
。

そ
れ
か
ら
、
現
場
の
魅
力
を

も
っ
と
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
民
間
・
地
域
だ

け
の
力
で
は
難
し
い
。
ま
ず
は

小
さ
な
こ
と
か
ら
積
み
重
ね
て

広
げ
て
、
最
終
的
に
は
国
を
あ

げ
て
盛
り
あ
げ
て
い
け
た
ら
最

高
で
す
ね
。
被
災
三
県
か
ら
そ

う
し
た
取
り
組
み
が
増
え
て
、

大
き
な
う
ね
り
に
な
れ
ば
」

今
年
か
ら
は
、
浜
人
の
組
合

員
以
外
も
含
む
、
地
域
の
若
手

漁
師
で
、
種
づ
く
り
（
養
殖
漁

業
で
は
な
い
、
栽
培
漁
業
）
を

始
め
た
。
共
同
の
販
路
開
拓
も

視
野
に
入
れ
る
。
こ
う
し
た
行

動
を
お
こ
せ
た
の
も
、「
浜
人

で
積
ん
だ
経
験
知
が
大
き
い
」

と
阿
部
さ
ん
は
言
う
。

こ
の
先
の
ま
ち
や
水
産
業
の

あ
り
方
も
見
据
え
て
い
る
。「
時

代
の
波
を
察
知
し
た
変
化
が
求

め
ら
れ
る
。
浜
人
や
F
M
J

の
活
動
を
通
じ
て
、
新
し
い
価

値
観
を
入
れ
た
い
。
そ
う
い
う

や
り
方
も
あ
る
の
か
と
思
う
人

が
、
一
人
で
も
出
て
く
れ
ば
う

れ
し
い
。
水
産
業
に
携
わ
る
仲

間
皆
で
、
産
業
の
底
あ
げ
を
し

て
い
け
た
ら
」。
浜
人
と
仲
間

た
ち
の
挑
戦
は
続
く
。

阿部勝太さん

漁業生産組合浜人 理事
　/ 一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン 代表理事　

帆立に付着したゴミを取る作業中

田

特集  農林水産業とともに育つ

は
ど
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
入
札

制
度
で
は
、
買
い
手
が
値
段
を

決
め
て
お
り
、
そ
の
年
に
よ
っ

て
変
動
も
あ
っ
た
。
生
産
者
が

価
格
交
渉
に
関
与
す
る
た
め
に

は
、
ス
ー
パ
ー
に
「
自
分
で
売

る
」
発
想
に
行
き
着
く
。
生
産

か
ら
販
売
ま
で
の
過
程
を
生
産

者
が
担
う
、
い
わ
ゆ
る
6
次

産
業
化
が
、
た
ど
り
着
い
た
答

え
だ
っ
た
。

P
R
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
ク

レ
ー
ム
対
応
ま
で
自
分
た
ち
で

行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た

が
、メ
リ
ッ
ト
も
大
き
か
っ
た
。

漁
業
者
が
売
り
場
に
立
つ
こ
と

で
商
品
の
魅
力
を
よ
り
具
体
的

に
説
明
で
き
る
し
、
生
産
者
の

顔
が
見
え
る
こ
と
で
消
費
者
に

安
心
感
を
与
え
る
。
良
い
も
の

を
つ
く
れ
ば
高
く
売
れ
る
し
、

見
合
っ
た
対
価
を
得
る
こ
と
で

や
り
が
い
に
つ
な
が
る
。
結
果

と
し
て
、
価
格
を
高
値
で
安
定

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

生
産
組
合
化
し
た
こ
と
で
、

作
業
効
率
の
低
下
な
ど
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
も

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
6
次

産
業
化
は
個
人
で
は
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
何
よ
り

「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
仲
」
と

し
て
一
体
と
な
っ
た
心
強
さ
が

あ
る
。

被
災
地
か
ら
水
産
業
の
未
来
へ

こ
う
し
た
新
た
な
試
み
に
、

は
じ
め
は
肯
定
的
な
意
見
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
が
、
結
果
が

目
に
見
え
て
出
て
、
認
め
て
く

れ
る
人
も
増
え
て
き
た
。「
地

域
に
少
し
は
新
し
い
風
を
入

れ
ら
れ
た
と
思
う
」
と
話
す

理
事
の
阿
部
勝
太
さ
ん
（
32

歳
）
は
、
代
々
の
ワ
カ
メ
漁

家
の
生
ま
れ
で
、
浜
人
で
は

営
業
担
当
と
し
て
活
躍
す
る
。

　
「
上
の
世
代
は
、
も
の
づ
く

り
の
考
え
方
が
ベ
ー
ス
に
あ
る

人
が
多
い
。
そ
こ
に
、
比
較
的

経
験
が
短
い
ぶ
ん
頭
も
柔
ら
か

い
自
分
が
、
法
人
運
営
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
プ
ラ
ス
し
て
い
ま
す
」

阿
部
さ
ん
は
、
一
般
社
団
法

人
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
（
以
下
F
M
J
）
の
代

表
理
事
で
も
あ
る
。
浜
人
の
活

動
で
各
地
の
商
談
会
や
勉
強
会

に
顔
を
出
し
、
同
じ
よ
う
な
問

題
を
抱
え
た
漁
師
た
ち
と
出

会
っ
た
こ
と
が
、
契
機
に
な
っ

た
。
人
口
減
少
、後
継
者
不
足
、

水
揚
量
低
下
。震
災
に
よ
っ
て
、

将
来
の
日
本
の
問
題
が
、
被
災

三
県
で
先
行
し
て
立
ち
現
れ
た

と
い
わ
れ
る
。
水
産
業
全
体
の

た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と
い

う
思
い
か
ら
、
14
年
に
、
三
陸
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山形県

宮城県
石巻市

岩手県
秋田県

太平洋

福島県

DATA

一般社団法人雄勝花物語
〒９８６ ‐1３３３
宮城県石巻市雄勝町雄勝字味噌作２４‐３
雄勝ローズファクトリーガーデン
TEL ０９０‐９０３７‐４５９３

北限のオリーブをまちと復興のシンボルに

地域内外の人の協力を得ながら、色鮮やかな庭園づくり

ポイント

宮
城
県
石
巻
市
で
、
い
ま

も
巨
大
な
堤
防
が
建
設
さ
れ

て
い
る
、
雄
勝
地
区
。
高
さ

10
ｍ
近
い
防
潮
堤
が
１
・
８

㎞
に
及
ぶ
計
画
で
、
そ
の
規

模
か
ら
も
、
東
日
本
大
震
災

当
時
の
津
波
被
害
の
大
き
さ

が
伺
え
る
。

石
巻
市
街
か
ら
雄
勝
地
区
中

心
地
に
続
く
道
沿
い
で
、
雄
勝

ロ
ー
ズ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ

ン
と
い
う
、
色
鮮
や
か
な
庭
園

が
あ
る
。
運
営
・
管
理
し
て
い

る
の
は
、「
一
般
社
団
法
人
雄

勝
花
物
語
」
だ
（
本
紙
18
号
に

関
連
記
事
あ
り
）。

代
表
理
事
の
徳
水
利り

え枝
さ

ん
が
、
津
波
の
被
害
を
受
け

た
実
家
跡
地
に
花
を
植
え
た

こ
と
が
は
じ
ま
り
で
、
地
域

内
外
の
人
と
共
同
で
庭
園
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
空
き

地
が
広
が
る
地
域
で
庭
園
が

色
づ
き
、
皆
の
心
の
支
え
に

も
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
催
し
を
開
い
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
人
が
集
い
、
寄
り

添
う
場
に
も
な
っ
た
。

こ
の
庭
園
で
は
、
年
間
を

と
お
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

作
業
が
あ
り
、
毎
年
、
地

域
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
０
０
０
人
ほ
ど
が
活
動
す

る
。
ま
た
、こ
こ
で
の
土
・
花
・

人
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
企
業

で
の
職
員
研
修
や
、
若
者
支

援
団
体
に
よ
る
就
労
訓
練
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

地
域
の
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
も
、
庭
園
の
も
つ
は

た
ら
き
の
１
つ
だ
。
雄
勝
地

区
と
接
点
を
も
ち
、
地
域
の

こ
と
を
知
り
、
愛
着
を
も
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
こ
と

は
、
こ
の
地
域
の
情
報
を
各

地
に
発
信
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
何
度
も
足
を
運
ぶ

人
も
い
る
し
、
地
元
で
買
い

も
の
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も

地
域
経
済
へ
の
貢
献
に
な
る
。

最
北
の
オ
リ
ー
ブ
産
地
へ

は
じ
め
は
任
意
団
体
で
取
り

組
ん
で
い
た
庭
園
づ
く
り
は
、

２
０
１
４
年
４
月
に
法
人
化
。

徳
水
さ
ん
の
夫
の
博
志
さ
ん
が

収
益
事
業
を
担
当
す
る
も
う
一

人
の
共
同
代
表
を
務
め
、
二
人

三
脚
で
活
動
し
て
き
た
。
あ
る

と
き
、「
雄
勝
の
た
め
に
何
か

し
た
い
」
と
い
う
地
元
出
身
者

の
声
か
ら
、
雄
勝
地
区
で
オ

リ
ー
ブ
を
育
て
る
ア
イ
デ
ア
が

も
ち
あ
が
っ
た
。

旧
約
聖
書
に
あ
る
「
ノ
ア

の
方
舟
」
の
物
語
で
は
、
主

人
公
ノ
ア
が
大
洪
水
か
ら
身

◎一般社団法人雄勝花物語（宮城県石巻市）

● さまざまな個人や団体とつながりながら、復興のシンボルを育む
● 新たな特産品づくりをとおして人口減少などの地域課題の解消へ

特集  農林水産業とともに育つ
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清

し
く
て
、
好
奇
心
を
満
た
し

た
り
で
き
な
い
と
続
け
ら
れ

な
い
。
新
し
い
こ
と
を
や
る

の
は
楽
し
い
」
と
語
る
。

雄
勝
地
区
は
も
と
も
と
漁

業
以
外
の
産
業
が
少
な
く
、

震
災
後
、
漁
師
は
地
元
に

残
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
多

く
の
人
が
他
地
域
に
移
り
住

ん
で
し
ま
っ
た
。
漁
師
の
子

ど
も
た
ち
も
、
ほ
と
ん
ど
が

会
社
勤
め
だ
っ
た
た
め
、
市

街
地
な
ど
の
内
陸
部
で
生
活

を
再
建
。
雄
勝
地
区
の
中
心

部
の
人
口
は
、
震
災
前
の

１
６
０
０
人
か
ら
い
ま
で
は

１
０
０
人
ほ
ど
に
減
少
し
た

と
い
う
。
地
域
に
仕
事
が
あ

れ
ば
、
若
い
人
も
家
庭
を
も

ち
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
。
人
口
減

少
地
域
で
の
産
業
活
性
化
に

伴
う
雇
用
創
出
は
、
大
き
な

可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。

６
月
に
行
わ
れ
た
、
い
し

の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
で

は
、
種
目
ご
と
の
優
勝
者
に

オ
リ
ー
ブ
の
枝
葉
を
用
い
た

冠
が
与
え
ら
れ
た
。
20
年
に

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
で
活

用
し
て
も
ら
う
構
想
も
あ

り
、
被
災
地
域
発
の
夢
と
希

望
は
膨
ら
む
ば
か
り
だ
。

特集 ラジオ体操が生み出す健康と交流

「自分らのふるさとを捨てるわけにはいかない。
苦労してでも、ここで頑張っていきたい」

を
守
る
た
め
に
方
舟
で
家
族

や
そ
の
ほ
か
の
動
物
と
過
ご

し
、
周
囲
の
状
況
を
調
べ
る

た
め
に
放
た
れ
た
ハ
ト
が
、

オ
リ
ー
ブ
の
葉
を
く
わ
え
て

戻
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
天
候
が
落
ち
着
い
て
き
た

こ
と
を
知
り
得
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
ハ
ト
と
オ
リ
ー
ブ

が
世
界
的
に
平
和
の
象
徴
と

な
っ
て
い
る
。

オ
リ
ー
ブ
は
あ
た
た
か
い

地
中
海
地
方
が
主
な
産
地

で
、
日
本
国
内
で
は
香
川
県

が
有
名
。
最
も
北
に
位
置
す

る
産
地
は
福
島
県
だ
と
言
わ

れ
て
い
た
。
石
巻
市
内
で
は

前
例
が
な
く
、
栽
培
が
可

能
な
も
の
な
の
か
確
証
は

な
か
っ
た
が
、
石
巻
観
光

協
会
か
ら
支
援
を
受
け
、

２
０
１
４
年
に
雄
勝
花
物
語

の
も
つ
農
地
で
オ
リ
ー
ブ
の

試
験
栽
培
を
開
始
。
３
回
冬

を
越
し
、
花
が
咲
い
た
こ
と

か
ら
、
石
巻
市
の
比
較
的
寒

冷
な
気
候
で
も
オ
リ
ー
ブ
が

育
つ
と
判
断
さ
れ
た
。

市
も
こ
の
取
り
組
み
に
賛

同
。
17
年
１
月
に
「
石
巻
市

北
限
オ
リ
ー
ブ
研
究
会
」
が

立
ち
あ
げ
ら
れ
、
博
志
さ
ん

が
副
会
長
を
務
め
て
い
る
。

雄
勝
花
物
語
の
ほ
か
に
も
、

「
農
業
生
産
法
人
み
の
り
」「
株

式
会
社
宮
城
リ
ス
タ
大
川
」

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ョ

イ
フ
ル
網
地
島
」と
い
っ
た
、

市
内
で
農
業
な
ど
に
取
り
組

む
３
組
が
オ
リ
ー
ブ
の
苗
を

育
て
る
。
宮
城
県
農
業
改
良

セ
ン
タ
ー
、石
巻
専
修
大
学
、

宮
城
大
学
な
ど
と
協
力
し
な

が
ら
進
め
る
、
産
官
学
民
一

体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

苗
植
え
や
除
草
、
排
水
路

の
整
備
な
ど
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
緒
に
行
っ
た
り
も

し
な
が
ら
、
肥
料
を
与
え
た

り
、
枝
を
誘
引
し
て
形
を
整

え
た
り
、
剪
定
し
た
り
す
る

大
事
な
作
業
は
、
各
団
体
の

管
理
者
が
責
任
を
も
っ
て
行

う
。
土
の
質
や
肥
料
の
種

類
・
量
な
ど
を
研
究
し
な
が

ら
行
う
、
土
壌
の
改
良
が
特

に
難
し
い
と
い
う
。
何
度
か

に
渡
っ
て
苗
を
植
え
足
し
て

い
て
、
現
在
は
市
内
で
約

１
５
０
０
本
の
苗
が
育
て
ら

れ
て
い
る
。
安
定
し
て
実
が

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の

の
、
着
々
と
成
果
を
出
し
、

昨
年
は
参
画
団
体
の
全
農
地

を
合
わ
せ
て
４
・
７
㎏
の
実

が
収
穫
さ
れ
た
。

復
興
の
象
徴
と
と
も
に

　
　
　
　
　
ま
ち
を
活
性
化

同
研
究
会
は
、
市
内
に
お

け
る
オ
リ
ー
ブ
の
生
産
・
加

工
・
販
売
を
手
掛
け
る
６
次

産
業
化
の
定
着
を
目
指
し
て

い
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
い
ま

オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
を
管
理
し

て
い
る
団
体
の
ほ
か
に
も
生

産
者
を
増
や
し
、
よ
り
広
く

連
携
し
て
産
業
を
活
性
化
さ

せ
る
。
雄
勝
花
物
語
で
も
、

加
工
場
を
設
け
、
ピ
ク
ル
ス

や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
つ

く
っ
て
販
売
す
る
こ
と
を
計

画
し
て
い
る
。

国
内
最
北
の
オ
リ
ー
ブ
生

産
地
を
確
立
す
る
た
め
の
挑

戦
は
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
博
志
さ
ん
は
、「
復
興

に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
責

任
感
だ
け
も
っ
て
い
て
も
難

一般社団法人雄勝花物語

豊かな里山の暮らしを見つめ直して

特集  農林水産業とともに育つ

共同代表 徳水博志さん

試行錯誤しながらたいせつに育てられているオリーブ
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豊かな里山の暮らしを見つめ直して

吉里吉里国の薪割作業場で、ボランティアとともに汗を流し活動を行う

DATA

特定非営利活動法人
吉里吉里国

〒 028 -1101
岩手県大槌町吉里吉里 3 丁目40 4 -44
TEL 0193-43-1018
URL　http://kirikirikoku.main.jp
E-mail　info@kirikirikoku.org

秋田県

青森県

宮城県

太平洋

山形県

岩手県
大槌町

ポイント
● 受け継がれてきた町の資源である里山から薪をつくり、震災後の暮らしの再建や地域産業の復活に役立てる
● 豊かな里山を守るのは、継続的な維持管理の仕組みと担い手だ。仕組みと担い手づくりには、関係機関との
連携や体験活動、啓発が必要

岩
手
県
大
槌
町
吉き

り

き

り

里
吉
里
地

区
の
太
平
洋
を
望
む
丘
に
、

薪
が
き
れ
い
に
積
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
薪
は
、
同
地
区
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
吉
里

吉
里
国
（
以
下
、吉
里
吉
里
国
）

が
手
が
け
て
い
る
。
理
事
長

の
芳は

が
ま
さ
ひ
こ

賀
正
彦
さ
ん
（
70
歳
）
は
、

「
震
災
前
よ
り
も
さ
ら
に
き
れ

い
な
山
と
豊
か
な
海
を
つ
く

り
た
い
」
と
、
東
日
本
大
震

災
後
の
瓦
礫
廃
材
撤
去
か
ら

始
め
、
里
山
の
整
備
、
薪
の

生
産
事
業
へ
と
活
動
を
展
開
。

人
材
育
成
に
も
取
り
組
む
。

自
然
と
の
共
存
を
目
指
し
て

震
災
後
の
避
難
所
で
は
、
皆

で
助
け
合
い
、
寒
さ
を
し
の

ぐ
た
め
に
、
瓦
礫
廃
材
よ
り

薪
を
つ
く
り
、
焚
火
を
囲
み

暖
を
と
っ
た
。
住
民
有
志
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
薪

ボ
イ
ラ
ー
用
の
薪
を
つ
く
り
、

沸
か
し
た
湯
を
提
供
し
た
。
芳

賀
さ
ん
は
、「
海
辺
の
周
り
の

被
害
を
見
て
唖
然
と
す
る
な

か
、
被
害
を
免
れ
た
山
が
目

に
入
っ
た
。
暮
ら
し
を
支
え

る
里
山
の
力
を
感
じ
た
」
と

当
時
を
語
る
。
薪
を
つ
く
り
、

そ
の
火
を
活
用
す
る
こ
と
は
、

暮
ら
し
に
根
づ
く
知
恵
な
の

だ
と
再
認
識
し
た
。
そ
こ
で
、

2
0
1
1
年
11
月
、
住
民
有

志
と
吉
里
吉
里
国
を
設
立
。

町
に
残
さ
れ
た
資
源
を
活
用

し
、
暮
ら
し
の
再
建
を
あ
と

押
し
す
る
活
動
を
始
め
た
。

大
槌
町
の
全
面
積
の
９
割
は

森
林
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
７
割
は
漁
師
の
所
有

す
る
里
山
だ
。
豊
か
な
漁
場

は
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
む
里
山

か
ら
の
水
の
流
れ
も
影
響
し

て
い
る
。
漁
師
が
代
々
里
山

を
引
き
継
い
で
き
た
が
、
住

民
の
高
齢
化
に
震
災
が
追
い

打
ち
を
か
け
、
手
入
れ
す
る

担
い
手
不
足
の
ま
ま
、
津
波

塩
害
林
の
里
山
に
な
っ
て
い

た
。そ

こ
で
、
吉
里
吉
里
国
は
山

の
所
有
者
に
か
け
合
い
、
里

山
の
整
備
と
し
て
間
伐
作
業

を
行
い
、
副
業
づ
く
り
と
し

て
間
伐
材
を
利
用
し
た
薪
を

生
産
。
販
路
を
築
き
、
継
続

的
な
薪
の
生
産
事
業
を
行
っ

て
き
た
。
暮
ら
し
の
再
建
や

地
域
産
業
の
復
活
に
向
け
た

力
が
込
め
ら
れ
た
薪
は
、「
復

活
の
薪
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

そ
の
販
路
は
全
国
規
模
と

な
っ
て
い
る
。
災
害
支
援
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
が
、

事
業
へ
の
共
感
と
販
路
の
開

◎特定非営利活動法人吉
き り き り こ く

里吉里国（岩手県大槌町）

特集  農林水産業とともに育つ

ライター：元持幸子



8月刊 地域支え合い情報　VOL.71　2018.7

特集 ラジオ体操が生み出す健康と交流特集 災害公営住宅の住民力

拓
に
結
び
つ
い
た
の
だ
。

薪
の
あ
る
暮
ら
し
を
見
直
す

「
林
業
は
、5 0
年
、1
0
0

年
単
位
の
仕
事
で
す
。
い

ま
切
っ
て
い
る
木
は
、
5 0

年
前
の
先
人
た
ち
が
植
え

た
も
の
で
、
そ
の
恩
恵
を

受
け
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

5 0
年
後
を
見
据
え
、
山
を

育
て
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
芳
賀
さ
ん
。
里

山
の
自
然
を
守
っ
て
い
く

に
は
、
継
続
的
な
維
持
管

理
す
る
仕
組
み
や
人
材
が

不
可
欠
だ
。
全
国
的
に
も
、

継
続
的
な
林
業
従
事
者
の

確
保
や
里
山
の
管
理
運
営

体
制
に
は
課
題
が
多
く
、

圏
域
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
。

吉
里
吉
里
国
で
は
、
全
国

か
ら
の
企
業
研
修
や
視
察

団
、
薪
割
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
年
間
約
1
5
0
0
人
を

受
け
入
れ
、
里
山
の
暮
ら
し

体
験
や
林
業
へ
の
関
心
を
喚

起
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
後
継
者
を
育
て
る
林
業

学
校
で
は
、
里
山
の
自
然
環

境
や
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

話
を
し
、
林
業
を
知
る
機
会

を
提
供
し
、
実
技
講
習
も
行

う
。
学
校
が
き
っ
か
け
で
、

山
の
手
入
れ
に
関
心
を
持
つ

参
加
者
も
出
て
き
た
。

豊
か
な
里
山
を
継
続
す
る

た
め
、
里
山
や
自
然
の
あ
る

暮
ら
し
を
身
近
に
体
験
し
て

も
ら
う
機
会
も
設
け
て
い

る
。
毎
年
秋
に
は
、
薪
ま

つ
り
を
開
催
。
テ
ー
マ
は
、

「
少
々
の
不
便
さ
を
楽
し

み
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

に
薪
と
親
し
も
う
」。
薪
割

り
体
験
や
薪
オ
ー
ブ
ン
で
焼

い
た
ピ
ザ
の
振
る
舞
い
、
専

門
家
の
講
話
な
ど
を
実
施
。

地
域
や
近
隣
市
町
村
か
ら
も

来
場
が
あ
り
、
年
々
参
加
者

も
増
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

地
域
の
小
学
校
と
連
携
し

て
、
森
林
教
室
を
年
３
回
開

催
。
冬
の
木
の
芽
観
察
、
木

こ
り
や
薪
割
体
験
な
ど
、
実

体
験
を
伴
う
授
業
で
、
子
ど

も
た
ち
に
里
山
の
楽
し
さ
、

厳
し
さ
を
伝
え
て
い
る
。

「
私
た
ち
山
の
仕
事
は
、

先
人
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
に
そ
の

恩
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

が
大
事
な
こ
と
な
の
で

す
」
と
芳
賀
さ
ん
は
、
に

こ
や
か
に
力
強
く
語
っ
た
。

専門家に聞く地域づくりの
ヒント

地域の資源を活かし、

助け合い、つながり、

新たな産業を生みだす

地域づくりは人づくり

　震災を契機に産業を興し、人と地域のつながりを創出して地域づくりに
取組む3 つの営み（事例）から、厳しい自然のなかでさまざまな人とともに
生きいきと生きている芳賀さん、阿部さん、徳水さんのあり方から、復興支
援や地域づくりは国や自治体の力だけではなく、地域で暮らす人たち自ら
が立ちあがってつくることができる、「地域づくりは人づくり」であることが強
く伝わってきた。

暮らしと産業を興す歩みとともにある地域づくり

　いずれの営みも自分たちが生きる地域にしっかり根っこ（基盤）をもち、
周りの人と助け合い、互いを生かし合うことを基本に、夢や希望を抱き、
次世代に継続的に発展するよう取り組まれている。暮らしを支える産業を
興し、人と人とのつながりと地域が育まれるためには、身近な自然の恵み
を循環して活かす営みがたいせつであることがわかった。
　「吉里吉里国」は、先人が守ってきた里山や自然の恩恵を受け継ぎ、
地域産業の復活に役立て、そのご恩を子どもたちにつないでいる。「浜人」
は、資源を共有し相互に助け合い、年上のものづくりの考え方と若者の柔
軟な運営ビジョンを活かし、6 次産業化につないでいる。「雄勝花物語」は、
庭園を人が集い寄り添う場にして、さまざまな団体とつながりながら、新た
な特産品づくりから人口減少の地域課題の解決につなげようとしている。

次代の担い手に伝える学校教育の活用と
地域資源を活かした 6次産業化

　「吉里吉里国」と「浜人」は、学校教育に協力して次代を担う子ども
たちに伝えている。今日、地域人材と連携・協働して「地域とともにある
学校」が進められ、自己肯定感、道徳観、正義感が高められる自然や
生活体験活動の充実が求められている。地域づくりに人づくりは欠かせ
ず、3 つの営みの自然体験を学校教育に活かすことは、人間形成と後継
者育成に役立つ。また、「浜人」と「雄勝花物語」は、「6 次産業化」
の定着を目指し、同業者や関係団体等と協同し、資金調達とともに法人
化して、ブランド化、コスト削減、収入の安定、雇用創出に取り組んでいる。
この定着には、すでに実践されているが、人と地域資源をつなぐ担い手
が重要で、地域に広げられるように、関係団体等との対等な立場での連
携が必要になるだろう。
農林水産業とともに育つためには自分たちの地域からはじめる

　このように農林水産業とともに育つためには、さまざまな人たちと助け合
いながら、自然による豊かな地域資源を活かし、「互いに与え合う姿勢」を
育みながら、人と社会とのつながりを深め広げながら、循環する新たな産業
を生みだすこと（創造）がたいせつで、こうした営みを自分たちの暮らす地
域で人々とともに歩みながらつくること（地域づくり）を3 つの営みが
教えてくれた。

日本社会事業大学大学院社会福祉学研究科博士前期課程修了。市社協福祉
活動専門員、市保健福祉部地域福祉係主任を経て、現職。専門は、地域福祉、
福祉教育、ボランティア、ソーシャルワーク。学生時代に創設した障害児者余暇
活動支援ボランティアを現在も学生とともに続け、大学と連携する自治体を
中心に、社協や施設、NPO等さまざまな団体の活動を支援。多様な専門職と
地域福祉実践者による学びを実践に紡ぐプラットフォームを実施している。

十文字学園女子大学 教育担当副学長 人間生活学部人間福祉学科教授
次世代教育推進機構 ボランティアセンター長

佐藤 陽（さとう・あきら）さん

特集  農林水産業とともに育つ
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震災前からの住民と
転入者の交流の場

それぞれが工夫し、協力して作品づくり

宮
城
県
亘
理
町
の
箱
根
田

東
地
区
に
は
、
東
日
本
大
震

災
以
前
か
ら
そ
こ
に
暮
ら
し

て
い
る
１
３
６
世
帯
に
加
え
、

震
災
後
に
建
て
ら
れ
た
戸
建

て
の
災
害
公
営
住
宅
の
入
居

者
27
世
帯
、
防
災
集
団
移

転
に
よ
る
転
入
者
28
世
帯
が

生
活
し
て
い
る
。
あ
ち
こ
ち

か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
交

流
で
き
る
よ
う
に
と
、
毎
月

最
終
月
曜
日
の
10
時
～
12
時

に
、
集
会
所
で
お
茶
飲
み
が

開
か
れ
て
い
る
。
会
の
名
は

「
ご
ざ
い
ん
の
会
」。
「
ご
ざ

い
ん
」
は
、
宮
城
県
の
方
言

で
「
来
て
く
だ
さ
い
」「
い
ら
っ

し
ゃ
い
」
と
い
う
意
味
だ
。

参
加
者
は
、
同
地
区
の
災

害
公
営
住
宅
入
居
者
が
４

人
、
防
災
集
団
移
転
者
が
５

人
、
地
域
の
住
民
が
６
人
集

ま
る
。
紙
を
使
っ
た
籠
づ
く

り
、
鍋
敷
き
づ
く
り
な
ど
を

し
な
が
ら
、
お
茶
を
飲
み
、

談
笑
す
る
。
茶
・
菓
子
代
は

準
備
の
際
に
立
て
替
え
て
お

き
、
後
日
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
助
成
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
小
物
づ
く
り

に
か
か
る
費
用
は
、
そ
の
都

度
、
準
備
物
に
合
わ
せ
て
参

加
者
が
経
費
を
払
う
。

参
加
者
に
は
、
震
災
前
に

同
じ
地
区
に
住
ん
で
い
た
も

の
の
会
話
す
る
ほ
ど
の
関
係

で
は
な
か
っ
た
人
た
ち
も
い

れ
ば
、
仮
設
住
宅
の
生
活
で

仲
が
深
ま
っ
て
い
た
人
た
ち

も
い
る
し
、
こ
の
地
区
に
移

り
住
む
ま
で
ま
っ
た
く
面
識

が
な
か
っ
た
人
た
ち
も
混
ざ

り
合
っ
て
い
る
。
互
い
に
作

業
を
手
伝
っ
た
り
、
教
え
合
っ

た
り
、
冗
談
を
言
っ
て
笑
い

合
っ
た
り
、
に
ぎ
や
か
に
過

ご
す
。

「
昔
と
違
っ
て
、
立
ち
話

や
、
家
を
行
き
来
し
て
の
お

茶
飲
み
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
「
家
で
ぼ
ー
っ
と
し
て

い
た
っ
て
つ
ま
ら
な
い
」
「
人

間
は
１
人
じ
ゃ
生
き
て
い
け

な
い
か
ら
、
こ
う
し
て
皆
に

世
話
に
な
っ
て
生
き
て
い
く

の
」。
参
加
者
も
こ
の
会
が

あ
る
よ
ろ
こ
び
を
口
に
す
る
。

こ
の
会
だ
け
の
つ
き
あ
い
で

も
な
く
、
ほ
か
の
時
間
に
自

宅
な
ど
で
お
茶
飲
み
を
す
る

人
た
ち
も
い
る
。

こ
の
会
は
、
２
０
１
６
年

５
月
と
７
月
に
町
社
協
が
開

催
し
た
サ
ロ
ン
か
ら
、
運
営

の
担
い
手
を
地
域
住
民
に
引

き
継
い
で
続
け
ら
れ
て
い
る

も
の
だ
。
運
営
役
を
募
る
社

協
の
呼
び
か
け
に
応
え
た
の

が
、
現
在
、
準
備
や
運
営
を

担
当
し
て
い
る
小こ

さ
い
や
す
よ

齋
恭
代
さ

ん
。
元
民
生
・
児
童
委
員
で
、

町
社
協
と
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
サ
ロ

ン
に
参
加
し
て
い
た
。

保
育
士
の
経
験
を
も
ち
、

小
も
の
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
こ
と
や
、

た
ま
た
ま
生
活
の
な
か
で
時

間
に
余
裕
が
で
き
た
時
期

だ
っ
た
こ
と
も
小
齋
さ
ん
を

あ
と
押
し
し
た
。
「
あ
ち
こ

ち
か
ら
移
っ
て
来
た
人
た
ち

が
集
ま
る
機
会
は
た
い
せ
つ

だ
し
、
自
分
が
力
に
な
れ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
」
と
手
を
あ

げ
た
。

会
の
名
は
、
サ
ロ
ン
に
集

ま
っ
て
い
た
皆
で
話
し
合
っ
て

決
め
、
は
じ
め
の
半
年
間
は

地
区
内
に
回
覧
板
で
も
広
報

し
た
。
参
加
者
が
自
宅
で
作

業
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
、
折
り
紙
な
ど
の
簡
単
な

材
料
で
で
き
る
も
の
づ
く
り

を
小
齋
さ
ん
が
紹
介
し
て
い

る
。小

齋
さ
ん
は
、「
移
り
住

ん
で
き
て
ひ
と
り
暮
ら
し
を

し
て
い
る
人
な
ど
、
も
っ
と

多
く
の
人
に
来
て
も
ら
い
た

い
」
と
思
い
を
語
る
。
震
災

当
時
住
ん
で
い
た
地
域
が
ば

ら
ば
ら
で
も
、
住
民
同
士
が

つ
な
が
り
を
も
ち
、
気
に
か

け
合
え
る
地
域
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
く
。

ございんの会
（宮城県亘理町）太平洋

山形県

福島県

宮城県
亘理町

岩手県秋田県

毎月の楽しみで、会話も盛りあがる

集
団
移
転
＆

　
　
　

災
害
公
営
住
宅

ま
じ
わ
る
！

第 回34

清
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ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
移
動

販
売
車
で
の
買
い
も
の
中
に
世

間
話
を
す
る
光
景
は
、
時
折
見

ら
れ
る
。
遠
藤
さ
ん
は
、「
家
族

連
れ
の
若
い
世
代
が
多
い
よ
う

で
す
。『
も
う
す
ぐ
出
る
』『
本

当
の
家
じ
ゃ
な
い
』『
交
流
は
必

要
な
い
』
気
持
ち
が
強
い
の
で

は
」
と
い
う
印
象
を
受
け
て
い

る
。「
山
の
上
で
少
し
寒
い
」
と

い
っ
た
環
境
の
変
化
や
住
宅
の

老
朽
化
に
も
と
ま
ど
い
を
覚
え

て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
遠
藤
さ
ん

は
、
５
月
か
ら
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
も
得
て
、
町
の

広
報
の
全
戸
配
付
を
始
め
た
。

広
報
は
集
会
所
に
一
括
で
届
い

て
い
た
が
、
新
し
く
越
し
て
き

て
知
ら
な
い
人
も
い
た
。
そ
こ

で
、配
っ
て
回
っ
た
と
こ
ろ
、「
あ

り
が
と
う
」
と
玄
関
先
に
出
て

き
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
互
い

に
顔
見
知
り
に
な
る
機
会
に
も

な
っ
た
。
ほ
か
に
も
、
町
社
協

は
、
野
球
場
仮
設
の
自
治
会
の

相
談
を
受
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

絆
は
、
と
も
に
過
ご
す
時
間
を

重
ね
、
育
ま
れ
て
き
た
。
特
に
、

住
民
が
自
主
的
に
開
い
て
き
た

お
茶
会
は
、
手
芸
に
親
し
み
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
交

流
を
深
め
る
場
で
あ
っ
た
。
当

時
の
自
治
会
長
な
ど
、
住
民
の

ま
と
め
役
の
存
在
も
大
き
か
っ

た
。
支
援
団
体
の
手
厚
い
援
助

も
あ
っ
た
。　

現
在
の
野
球
場
仮
設
で
は
、

住
民
同
士
の
つ
き
合
い
は
希
薄

だ
と
い
う
。
入
居
者
が
減
っ
た

こ
と
や
役
員
も
日
中
仕
事
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
自
治
会
活
動
が

ま
ま
な
ら
ず
、
集
会
所
も
ほ
と

仮
設
住
宅
の
い
ま

を
派
遣
し
て
清
掃
を
実
施
す
る

な
ど
、
状
況
を
確
認
し
合
え
る

関
係
を
住
民
と
保
っ
て
い
る
。

現
在
の
遠
藤
さ
ん
は
、
ぱ
ん

ぷ
き
ん
株
式
会
社
の
介
護
予
防

教
室
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

働
き
、
そ
れ
以
外
の
日
は
散
歩

な
ど
を
し
て
過
ご
す
。
同
社

は
、
町
か
ら
被
災
者
支
援
事
業

の
委
託
を
受
け
、
仮
設
住
宅
に

「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
支
援
員

（
こ
こ
か
ら
支
援
員
）」
を
配
置

し
て
い
た
民
間
団
体
の
ひ
と
つ

だ
。
支
援
員
は
、
応
急
仮
設
や

み
な
し
仮
設
、
地
域
で
、
見
守

り
や
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
創
出
な
ど

を
手
が
け
て
き
た
。
同
社
は
、

互
助
形
成
を
視
野
に
地
域
住
民

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
雇
用
。
専

門
職
で
あ
る
支
援
員
と
と
も
に

活
動
し
て
き
た
。
い
ま
は
、
町

か
ら
介
護
予
防
の
事
業
委
託
を

受
け
、
町
の
中
心
部
の
ほ
か
離

半
島
部
の
地
区
を
訪
ね
、
介
護

予
防
運
動
「
ふ
ま
ね
っ
と
」
を

推
進
す
る
。
訪
問
先
で
は
「
健

10

◎
第
一
回
（
宮
城
県
女
川
町
）

　

２
０
１
８
年
６
月
30
日
時
点
で
、
女
川
町
内
の
応
急
仮
設
住
宅
（
プ
レ
ハ
ブ

仮
設
）
に
は
、78
戸
38
世
帯
97
人
が
暮
ら
す
。
町
内
外
の
借
上
げ
賃
貸
住
宅
（
み

な
し
仮
設
）
に
は
、
47
世
帯
92
人
が
住
む
（
町
外
避
難
者
も
ふ
く
む
）
（
町
民

生
活
課
し
ら
べ
）。
18
年
４
月
以
降
、
防
犯
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
へ
の
懸
念
か

ら
、
町
民
野
球
場
応
急
仮
設
住
宅
の
み
を
20
年
３
月
ま
で
の
特
定
延
長
と
し
て
、

集
約
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
住
宅
整
備
や
土
地
区
画
整
理
の
工
期
の
関
係
か

ら
、
供
与
期
間
内
に
退
去
で
き
な
い
世
帯
が
特
定
延
長
の
対
象
と
さ
れ
る
。
18

年
４
月
以
前
か
ら
も
、
入
居
者
が
減
っ
た
団
地
は
転
居
・
解
体
が
行
わ
れ
て
お
り
、

現
在
、
野
球
場
仮
設
に
は
約
40
戸
の
住
民
が
生
活
し
て
い
る
。

康
や
脳
ト
レ
に
い
い
」「
友
人

が
で
き
た
」
と
好
評
だ
。
新
田

仮
設
の
頃
か
ら
働
く
遠
藤
さ
ん

も
、
担
い
手
と
し
て
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。
震
災
を
機
に

「
支
援
を
受
け
て
き
て
、『
何

で
も
で
き
る
こ
と
は
や
ら
な

き
ゃ
』
と
思
っ
た
」
と
心
境
の

変
化
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、

遠
藤
さ
ん
は
前
向
き
に
日
々
を

送
り
な
が
ら
も
、「
や
は
り
早

く
来
年
に
な
っ
て
落
ち
着
き
た

い
」
気
持
ち
で
い
る
。

今
度
、
半
年
ぶ
り
に
開
か
れ

る
新
田
仮
設
の
元
住
民
た
ち
の

お
茶
会
を
、
遠
藤
さ
ん
は
待
ち

わ
び
て
い
る
。
料
理
の
得
意
な

人
が
「
手
料
理
を
差
し
入
れ
る

よ
」
と
話
し
た
り
、
運
転
で
き

る
人
が
離
れ
て
住
む
人
を
迎
え

に
行
く
か
ら
と
申
し
出
て
く
れ

た
り
と
、
自
然
に
助
け
合
え
る

よ
い
関
係
が
続
い
て
い
る
。

仮
設
住
宅
は
ず
っ
と
住
み
続

け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

生
活
の
不
便
さ
や
落
ち
着
か
な

い
不
安
は
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

「
家
族
が
増
え
た
」
「
助
け
る
な
か
で
助
け
ら
れ
た
」   

　
　
―
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し
の
声
を
聞
く
―

「
家
族
が
増
え
た
」
「
助
け
る
な
か
で
助
け
ら
れ
た
」   

　
　
―
仮
設
住
宅
の
暮
ら
し
の
声
を
聞
く
―

「
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
」

　
　
　
　
　
　
　
仮
設
生
活

遠
藤
き
く
子
さ
ん
（
75
歳
）

は
、
新
田
仮
設
住
宅
か
ら
町
民

野
球
場
仮
設
住
宅
に
今
年
３
月

に
転
居
し
て
き
た
。
自
立
再
建

に
向
け
て
、
来
年
の
土
地
引
き

渡
し
、
そ
し
て
住
宅
完
成
ま
で
、

仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
続
け
る
。

遠
藤
さ
ん
は
、
約
７
年
間
の

新
田
仮
設
時
代
を
「
い
い
人
た

ち
と
巡
り
会
え
た
。
家
族
と
同

じ
よ
う
な
感
じ
。
い
ま
で
も
、

誰
と
会
っ
て
も
話
が
尽
き
な

い
」
と
振
り
返
る
。
そ
う
し
た
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そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
絆
や
思
い

出
が
、
い
ま
で
も
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。

仮
設
住
宅
に
通
っ
た
日
々

民
生
・
児
童
委
員
（
以
下
民

生
委
員
）
の
木
村
佳
代
子
さ
ん

（
69
歳
）
も
、
仮
設
住
宅
の
頃
の

つ
な
が
り
を
「
い
い
出
会
い
を

い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
た
」
と
た
い
せ

つ
に
思
い
返
す
ひ
と
り
だ
。
自
身

も
み
な
し
仮
設
に
暮
ら
し
な
が

ら
、
今
年
３
月
ま
で
女
川
町
仮
設

住
宅
（
内
田
地
区
）
と
女
川
町

仮
設
住
宅
（
蟹
田
地
区
）
に
通
っ

て
、
見
守
り
訪
問
や
お
茶
会
運
営

に
尽
力
し
た
。
は
じ
め
て
会
う
住

民
が
大
半
だ
っ
た
が
、
何
度
も

顔
を
出
し
て
、
関
係
を
築
い
て

き
た
。「
自
分
も
皆
と
同
じ
被
災

者
で
ス
ー
ッ
と
思
い
を
分
か
ち

合
え
た
。
た
い
へ
ん
な
思
い
を

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

話
を
聞
く
こ
と
で
力
に
な
れ
た

ら
、
皆
と
笑
っ
て
暮
ら
せ
た
ら
、

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」。

内
田
・
蟹
田
仮
設
で
は
、
合

同
の
お
茶
会
を
開
い
て
い
た
。
手

料
理
を
持
ち
寄
っ
て
、
親
交
を
深

め
、
町
社
協
が
町
内
外
団
体
と
の

仲
介
役
と
な
り
、
体
操
な
ど
の
催

し
を
企
画
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
、
遊
び
な
が
ら
リ
ハ
ビ

リ
を
行
え
る
介
護
予
防
教
室
「
遊

び
り
テ
ー
シ
ョ
ン
」
も
実
施
し
て

い
た
。

あ
る
時
、
仮
設
住
宅
に
住
む

高
齢
者
の
「
津
波
で
親
戚
も
皆

離
れ
て
遠
い
と
こ
ろ
に
い
る
け

れ
ど
、
こ
こ
に
た
く
さ
ん
の
親

戚
が
で
き
た
」
と
い
う
話
を
聞

い
た
木
村
さ
ん
は
、「
あ
あ
、
こ

の
地
区
は
大
丈
夫
だ
」
と
実
感

で
き
た
。
体
調
が
悪
い
人
を
気

に
か
け
合
う
よ
う
な
関
係
も
で

き
て
き
た
。
退
去
後
も
連
絡
を

取
り
合
う
人
た
ち
も
い
る
。

今
年
一
月
か
ら
は
、
移
住
先

が
決
ま
ら
な
い
人
を
木
村
さ
ん

は
気
に
か
け
て
き
た
。「
知
っ
て

い
る
人
が
い
る
仮
設
が
い
い
」

と
い
う
住
民
に
は
、「
新
し
い
生

活
を
始
め
た
ほ
う
が
い
い
。（
災

害
公
営
住
宅
な
ど
）
行
く
場
所

が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
が
落
ち

着
い
て
暮
ら
せ
る
と
こ
ろ
だ
か

ら
」
と
声
を
か
け
た
。
そ
の
後
、

無
事
移
住
先
が
決
ま
っ
て
よ
ろ

こ
ぶ
様
子
を
見
た
時
は
、
安
心

し
た
と
い
う
。

木
村
さ
ん
は
、
い
ま
、
自
立

再
建
を
し
て
、
女
川
北
区
の
民

生
委
員
と
し
て
災
害
公
営
住
宅

な
ど
を
見
守
り
訪
問
す
る
。
足

繁
く
通
っ
て
寄
り
添
い
、
相
談

が
あ
れ
ば
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
つ
な
い
で
い
る
。

木
村
さ
ん
は
、
震
災
前
年
の
12

月
に
民
生
委
員
に
就
任
し
た
ば

か
り
だ
っ
た
。「
い
ま
私
が
民
生

委
員
と
し
て
や
っ
て
い
け
て
い

る
の
も
、
仮
設
住
宅
の
人
た
ち

か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
大
き
い
で
す
。
そ
れ
は
、
そ

の
人
の
人
生
経
験
や
人
と
の
つ

な
が
り
の
も
ち
方
、
誠
意
を
も
っ

て
親
身
に
聞
け
ば
相
手
も
受
け

入
れ
て
く
れ
る
こ
と
な
ど
で
し

た
。
拒
ま
な
い
で
私
を
受
け
入

れ
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。
皆
か
ら
力
を
も
ら
っ
て
い

た
。
皆
の
助
け
合
い
で
仮
設
住

宅
は
で
き
て
い
た
と
思
う
ん
で

す
」。
仮
設
住
宅
で
受
け
取
っ

た
も
の
を
ま
た
新
た
な
力
に
変

え
て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
る
。

仮
設
住
宅
支
援
の
い
ま

今
年
３
月
で
、
町
内
の
集
合

型
の
災
害
公
営
住
宅
計
5
6
1

戸
、
一
戸
建
て
型
の
集
合
住
宅

計
2
9
8
戸
が
完
成
。
町
の
被

災
者
支
援
事
業
「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
と
く
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー
」

も
17
年
度
で
終
了
し
た
。

４
月
か
ら
、
町
主
催
の
「
こ

こ
ろ
支
援
事
業
（
被
災
者
生
活
支

援
事
業
）」
と
し
て
、
震
災
こ
こ

ろ
の
ケ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
や

ぎ
に
委
託
し
て
、
仮
設
住
宅
に
残

る
住
民
を
支
援
す
る
仕
組
み
が

新
た
に
つ
く
ら
れ
た
。
臨
床
心
理

士
が
、応
急
仮
設
や
み
な
し
仮
設
、

災
害
公
営
住
宅
を
訪
問
し
て
心

の
ケ
ア
を
行
う
。
委
託
元
で
あ
る

町
の
健
康
福
祉
課
の
保
健
師
の

佐
藤
由
理
さ
ん
は
、
支
援
目
標
を

次
の
よ
う
に
語
る
。「
住
民
が
取

り
残
さ
れ
た
気
持
ち
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
実
態
を
把
握
し
て
一

人
ひ
と
り
に
必
要
と
さ
れ
る
見

守
り
を
行
い
ま
す
。
地
域
関
係

者
と
の
エ
リ
ア
会
議
で
情
報
を

共
有
し
、
新
し
い
と
こ
ろ
に
移
っ

て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
地
域
の

見
守
り
体
制
に
つ
な
げ
た
い
」。

復
興
の
先
も
見
据
え
た
今
後

の
町
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
同

課
の
保
健
師
の
三
浦
ひ
と
み
さ

ん
は
こ
う
話
す
。「
一
人
ひ
と
り

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
た
め
に
は
、
自
分
が
住
む

地
域
の
な
か
で
関
係
性
を
も
つ

こ
と
と
、
震
災
前
か
ら
の
地
域

資
源
で
あ
る
民
生
委
員
や
区
長

な
ど
に
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
17

年
度
中
に
、
相
談
セ
ン
タ
ー
か

ら
、
地
域
の
区
長
や
民
生
委
員
、

社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
し

た
。
い
ま
は
地
域
の
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
」。

地
域
移
行
の
一
環
と
し
て
、
町
社

協
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
、
住
民
の
集
い
場
づ
く

り
を
後
方
支
援
し
て
い
る
。「
仮

設
の
時
の
よ
う
に
集
ま
り
た
い
」

と
い
う
声
も
出
て
、
新
規
の
集
い

場
も
つ
く
ら
れ
た
。

女
川
町
で
暮
ら
す
一
人
ひ
と

り
が
主
役
と
な
っ
て
、
被
災
体
験

を
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
へ

生
か
し
て
い
く
。

新田仮設住宅でのお茶会の思い出の一枚
（前列中央が遠藤きく子さん）

田



北
海
道
で
は
、
背
丈
が
２
㍍
ほ
ど

に
成
長
す
る
フ
キ
が
各
地
に
自
生
す

る
。
釧
路
市
音お
ん
べ
つ別

町
は
、
食
感
が
良

く
風
味
も
豊
か
な
フ
キ
が
育
つ
こ
と

で
有
名
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
自
生
フ

キ
が
減
少
、
枯
渇
も
懸
念
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
良
質
な
フ
キ
を
畑
で
栽

培
、
保
護
し
な
が
ら
生
鮮
品
や
加
工

用
な
ど
と
し
て
出
荷
し
、
産
業
振
興

や
雇
用
創
出
へ
の
波
及
も
狙
う
住
民

主
体
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

引
退
し
た
元
農
家
・
酪
農
家
の

知
恵
と
経
験
を
生
か
し
、
繁
忙
期

に
は
生
活
困
窮
者
や
生
き
づ
ら
さ

を
抱
え
た
若
者
を
積
極
的
に
雇
い

入
れ
、
就
労
支
援
や
高
齢
者
の
活

躍
の
場
づ
く
り
、
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
づ
く
り
に
も
役
立
て
る
。

こ
の
活
動
の
中
心
に
い
る
の
が
、

小
さ
な
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
主
。

海
に
近
い
Ｊ
Ｒ
音
別
駅
か
ら
内

陸
へ
９
㌔
ほ
ど
入
っ
た
酪
農
地
帯

に
、
土
日
の
み
営
業
の
「
カ
フ
ェ
さ

つ
き
晴
れ
」
が
あ
る
。
自
前
の
野
菜

や
豚
な
ど
を
素
材
に
使
っ
た
料
理

が
人
気
だ
。
店
主
の
伊
藤
ま
り
さ
ん

（
64
歳
）
は
、
看
護
師
と
し
て
病
院

や
看
護
学
校
に
長
年
勤
務
し
た
あ

と
、
３
年
ほ
ど
前
に
こ
の
地
に
移

住
、
店
を
構
え
た
。「
豊
か
な
自
然

と
美
し
い
景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
」。

一
方
で
、「
人
口
流
出
と
高
齢
化
で

地
域
の
衰
退
が
止
ま
ら
な
い
」
と
い

う
厳
し
い
現
実
も
目
の
当
た
り
に
。

合
併
前
の
旧
音
別
町
は
、
か
つ
て

炭
鉱
で
栄
え
、
人
口
は
ピ
ー
ク
時

1
万
人
を
超
え
た
。
今
年
５
月
末

時
点
で
は
１
８
３
３
人
。
高
齢
化

率
は
38
・
１
％
に
達
す
る
。

伊
藤
さ
ん
は
近
隣
の
住
民
と
話

し
合
い
を
重
ね
、「
音
別
の
フ
キ

を
使
っ
て
人
と
町
を
元
気
し
よ

う
」
と
の
合
意
に
至
っ
た
。

そ
し
て
昨
年
５
月
、
60
～
70
歳
代

の
元
酪
農
家
４
人
と
一
般
社
団
法
人

音
別
ふ
き
蕗ふ
き

団
を
設
立
。
代
表
に
就

任
し
た
。
団
は
周
辺
の
遊
休
農
地
約

３
・
３
㌶
を
借
り
、
フ
キ
栽
培
に
着

手
。
販
路
形
成
を
進
め
つ
つ
新
た
な

加
工
品
や
料
理
の
開
発
に
も
挑
戦
す

る
。
フ
キ
畑
を
観
光
農
園
と
し
、
刈

り
取
り
や
調
理
、「
フ
キ
迷
路
」
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
構
想
も
。

団
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
々
畑
仕
事

や
出
荷
作
業
に
汗
を
流
す
。
月
に
一

度
は
会
議
を
開
く
ほ
か
、と
き
に
は
飲

み
会
や
焼
き
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
を
催
す
。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
佐
藤
正
光
さ

ん
（
64
歳
）
は
、「
仲
間
と
一
緒
に

働
い
て
、
話
を
す
る
の
は
楽
し
い
。

健
康
に
も
い
い
と
思
う
」
と
語
る
。

団
の
活
動
を
軌
道
に
乗
せ
よ
う
と

知
恵
を
絞
り
、
体
を
動
か
し
、
そ
の

楽
し
さ
を
共
有
す
る
。
そ
れ
が
人
と

地
域
を
元
気
づ
け
る
。
お
金
も
少
し

稼
げ
る
。
こ
れ
ほ
ど
参
加
し
が
い
の

あ
る
「
サ
ロ
ン
活
動
」
は
な
い
。
木

仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り

自
然
な
つ
な
が
り
と
支
え
合
い
を
生
み
出
す

ど
こ
で
も
サ
ロ
ン

ど
こ
で
も
サ
ロ
ン
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滋
賀
県
と
岐
阜
県
の
県
境
に
あ

る
伊
吹
山
は
、
日
本
書
紀
に
も
そ

の
名
を
刻
ま
れ
、
積
雪
量
の
ギ
ネ

ス
記
録
を
保
持
す
る
。
そ
の
ふ
も

と
に
位
置
す
る
曲ま
が
た
に谷

地
区
は
、

J
R
東
海
道
線
の
近
江
長
岡
駅

よ
り
車
で
約
25
分
。こ
の
地
区
に
、

冬
の
間
、
１
週
間
に
１
回
程
度
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
を
行
き
来
し
て
い

る
４
人
組
の
女
性
が
い
る
。

取
材
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
の

は
、
石
﨑
き
り
江
さ
ん
（
8 4
歳
）

の
お
宅
だ
。
集
ま
る
時
間
は
、

特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
。
朝
か
ら

お
昼
頃
ま
で
の
と
き
も
あ
る
し
、

お
昼
を
す
ぎ
て
か
ら
夕
方
頃
ま

で
の
と
き
も
あ
る
。

石
﨑
さ
ん
、
世よ
し
ろ代
と
め
ゑ
さ

ん
（
8 9
歳
）、
世よ
い
ち一

し
ず
子
さ

ん
（
8 7
歳
）、
小
林
き
し
さ
ん

（
8 5
歳
）
の
仲
良
し
４
人
組
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
を
行
き
来
す

る
「
お
う
ち
サ
ロ
ン
」
を
始
め

た
の
は
、
１
年
前
の
冬
の
時
期
か

ら
。
月
１
回
の
地
区
サ
ロ
ン
に
も

参
加
を
し
て
い
る
が
、
「
冬
場
は

や
る
こ
と
が
な
く
て
、
退
屈
で
い

け
な
い
ね
」
「
じ
ゃ
あ
寄
せ
て
も

ら
お
う
か
」「
あ
が
ら
せ
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
じ
ゃ
悪
い
か
ら
、
次

は
う
ち
に
」
と
集
ま
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
日
集
ま
っ
た
石
﨑

さ
ん
の
家
ま
で
は
、
1
0
0
～

2
0
0
ｍ
。ゆ
っ
く
り
歩
い
た
り
、

手
押
し
車
を
使
っ
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
集
ま
る
。

「
冬
以
外
は
、
忙
し
い
の
よ
。

春
は
フ
キ
を
と
っ
た
り
、
山
椒
の
実

を
と
っ
た
り
。
夏
も
秋
も
畑
が
忙

し
く
て
ね
」
「
７
月
と
秋
は
、
集

落
の
人
と
姉
川
ダ
ム
の
周
辺
の
草

刈
り
の
仕
事
に
行
っ
て
い
る
。
み
ん

な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
い
る
よ
」
。
生
き
い
き
と
、
そ
し

て
顔
を
輝
か
せ
て
話
し
て
く
れ
る
。

こ
の
地
区
で
民
生
・
児
童
委
員

を
務
め
る
伊
東
京
子
さ
ん
は
、

2
0
1
4
年
に
曲
谷
に
移
住
し
、

健
康
推
進
員
や
福
祉
委
員
も
務

め
る
。
こ
う
し
た
つ
ど
い
に
も
「
で

き
る
限
り
お
邪
魔
し
て
い
ま
す
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

自
家
製
の
干
し
い
も
と
干
し
柿

を
ふ
る
ま
う
の
は
、
世
代
さ
ん
。

素
朴
な
甘
み
が
う
れ
し
く
て
、
つ

い
も
う
一
口
、と
手
が
伸
び
る
。「
昔

か
ら
柿
や
芋
を
つ
く
っ
て
お
や
つ
に

し
て
い
た
よ
」
と
笑
う
。

穏
や
か
な
時
間
の
流
れ
と
包

み
込
ん
で
く
れ
る
笑
顔
が
あ
ふ

れ
る
、
心
地
よ
い
お
う
ち
サ
ロ

ン
。
は
じ
め
て
伺
っ
た
の
に
実
家

の
よ
う
に
迎
え
入
れ
て
く
れ
た

場
所
。
ま
た
、
忘
れ
ら
れ
な
い

人
た
ち
に
出
会
え
た
。

仲
良
し
４
人
組
が
冬
の
間
に
つ
ど
い
合
い
、

温
か
な
つ
な
が
り
を
育
む
お
う
ち
サ
ロ
ン
滋
賀
県
米
原
市

宇

京都府

三重県

岐阜県
福井県

滋賀県
米原市

13

お招きいただいた岩﨑きり江さん（左）と、手づくりの
干しいもをふるまってくれた世代とめゑさん

手づくりの干しいもと干し柿が並ぶ

素敵な笑顔の世一しず子さん（左）と小林きしさん（右）。仲良しさんのおうちサロンは笑顔が花開く



過疎地で暮らしを彩る住民自治
（前編）

広
島
県
安
芸
高
田
市
の
最

北
部
に
位
置
す
る
川
根
地

区
は
、
林
野
が
８
割
を
占

め
る
中
山
間
地
で
あ
る
。

１
９
４
５
年
頃
に
約
２
千
人

だ
っ
た
人
口
は
、
現
在
約
４

分
の
１
に
な
っ
た
。

過
疎
化
が
す
す
む
川
根
地

区
が
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
統

合
で
閉
じ
た
中
学
校
の
跡
地

を
利
用
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
川
根
」
の
存
在
だ
。

研
修
宿
泊
施
設
と
し
て
、

行
政
と
住
民
が
出
資
し
て

１
９
９
２
年
よ
り
運
営
し
て

い
る
。
交
流
人
口
が
増
え
、

地
区
住
民
の
就
労
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地

域
活
性
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
の
が
、
住
民
自
治
組
織

の
「
川
根
振
興
協
議
会
」
だ
。

集
中
豪
雨
被
害
を

　
　
　
　
救
う
助
け
合
い

川
根
振
興
協
議
会
は
、
昭

和
40
年
代
か
ら
の
深
刻
な
過

疎
化
に
対
し
、
地
域
住
民
が

主
体
的
に
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
と
い
う

危
機
感
か
ら
、
１
９
７
２

（
昭
和
47
）
年
２
月
に
発
足

し
た
。

そ
の
直
後
の
同
年
７
月
、

集
中
豪
雨
の
被
害
を
受
け

る
。
陸
の
孤
島
と
化
し
た
集

落
を
救
っ
た
の
は
、
住
民
同

士
の
助
け
合
い
だ
っ
た
。
住

民
自
ら
援
助
班
を
編
成
し
、

災
害
復
旧
活
動
に
あ
た
っ

た
。
こ
の
経
験
が
地
域
の
結

束
を
強
め
、
暮
ら
し
の
基
盤

と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
が
採
算
性
を
理
由
に
撤
退

す
る
な
か
、
住
民
同
士
で
議

論
を
重
ね
、
新
し
い
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
き

た
。た

と
え
ば
２
０
０
０
年
、

地
区
唯
一
の
農
協
の
商
業
施

設
が
撤
退
を
決
め
た
と
き
に

は
、
地
区
内
で
ガ
ソ
リ
ン
や

食
料
品
、
日
用
品
が
購
入
で

き
な
い
の
は
深
刻
な
地
域
課

題
だ
と
し
て
議
論
を
重
ね

た
。
最
終
的
に
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
「
油
屋
」
と
商
店

「
万よ

ろ
ず
や屋
」
を
地
域
住
民
で
運

営
す
る
こ
と
に
し
、
農
協
か

ら
土
地
・
建
物
の
有
償
譲
渡

を
決
め
た
。

ま
た
、
川
根
地
区
か
ら
安

芸
高
田
市
本
庁
ま
で
車
で
40

分
、
タ
ク
シ
ー
だ
と
片
道

７
千
円
か
か
る
た
め
、
移
動

手
段
に
つ
い
て
行
政
と
協
議

を
行
い
、
２
０
０
９
年
か
ら

市
町
村
運
営
有
償
運
送
事
業

「
か
わ
ね
も
や
い
便
」
を
開

始
。
通
学
・
通
院
、
地
区
内

で
行
わ
れ
る
サ
ロ
ン
へ
の
送

迎
な
ど
を
住
民
が
担
う
。
あ

わ
せ
て
、「
万
屋
」
に
買
い

に
来
ら
れ
な
い
人
を
対
象
に

移
動
販
売
も
始
め
た
。

過
疎
地
だ
か
ら
と
あ
き
ら

め
る
の
か
？

川
根
地
区
の
住
民
自
治
か

ら
は
、
地
域
課
題
を
ど
う
に

か
打
破
し
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
過
疎
地
だ
か
ら
と
あ
き
ら

め
て
住
み
続
け
る
の
か
。
川

根
を
離
れ
る
人
も
い
る
が
、

そ
れ
が
い
い
・
悪
い
と
い
う

議
論
で
は
な
く
、
年
に
１
度

は
川
根
に
戻
っ
て
き
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
住
ん
で
い

る
人
が
考
え
て
行
動
す
る
」

「
幸
せ
は
税
金
だ
け
で
つ
く

れ
な
い
。
自
分
た
ち
で
つ
く

る
も
の
」
と
会
長
の
辻
駒
健

二
さ
ん
（
74
歳
）
は
話
す
。

川
根
地
区
の
地
域
課
題
は
、

東
日
本
大
震
災
の
沿
岸
部

に
も
通
じ
る
。
次
回
も
、
川

根
地
区
の
攻
め
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。

川根振興協議会（広島県安芸高田市）

ガソリンスタンド「油屋」と商店「万屋」

会長の辻駒健二さん

小

地図

被
災
経
験
地
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
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宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

故
ふるさと

郷への帰
き と

途

ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所
〒 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町 3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階 　TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

サ ポ ー タ ー の あ な た へ

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

 サポートセンター行脚

ここ数年、何度もよく似た夢を見る。ひとりでどこ
かに出かけている。その内“帰ろう”として、電車で
あったりバスに乗ろうとするが、最終便は出たあとら
しくその場に佇む。あるいは、どこか山の方へ向かう
坂道を歩いているが、いつも目指す場所に到着するこ
となく途上で夢から覚める。つい先日見た夢は、ある
女性と並んで楽しく歩いている。坂道を上っていると
目の前に４～５段の梯子段が現れた。私が少し押しあ
げる形で女性が先に登った。私はそのあとで登ろうと
するが、どこか不安を感じてとまどっている、そこで
目が覚めた。夢のなかで私がどこへ向かおうとしてい
るのか、わからない。こうした夢は、ユング派夢分析
の先生によると “生まれ出た故郷”へ帰ろうとしてい
るとのこと。人生の後半になると“魂の故郷”に帰ろ
うとする夢をよく見るとのこと。

現実の生身の人間の故郷・・・生まれ故郷、幼いこ
ろに育ったところ、母なるところ、海や山、祭り、幼
友達と遊んだ空き地や小川、言葉・・。

故郷をあとにして、５０有余年。時に、ふと故郷を
想う。私にとって故郷は、何も言わずに全てを受け入
れてくれるところ。最近は親族の病気見舞いなどの用
事に乗じて、心配とどこか心弾ませて故郷への道を急
ぐ。ふるさとの海に再会するとうれしくて泣きたくな
る。久しぶりに親しい人たちとふれあう。短い滞在で
あるが、ふるさとで過ごしたわが身は心満たされ、い
つの間にかエネルギーが充電されている。

震災で長年住み慣れた故郷を離れざるを得なかった
多くの人たち。特に、福島の原発被害で戻りたくても
故郷に戻れない人たちの悲しみと無念さを想うと、本
当に心が痛む。胸にはなつかしい故郷を抱きながら避
難先で、集団移転地等新たな土地で心定めて“わが故
郷”をつくっていくことになる。支援員さんたちは、
被災者のそこでの暮らしが新たな故郷になるべく寄り
添っていく。いつかは誰もが本当の故郷：魂の故郷に
帰っていくけれど、生身の人間でいる間にまた、心安
らぐ“故郷”を持てることができたら幸いだと思う。

暑い夏、暑さに弱いので寝付けず、つい時代小説を片
手に冷たいビール。専門書は片手では持てないので読め
ない（両手で読むとビールが持てない）。時代小説と言っ
ても、戦国武将等の歴史に名を遺す御仁の話は読まない。

理由は特にないが、読む必要もないと勝手に想う。
経営者やトップマネジャーの方が読めばよいので、名
もないワーカーには関係なくて、もっぱら市井の人々
の世話話や下級武士の「矜持」を伝える小説に心が動く。

かなり前に、たそがれ清兵衛という映画がありま
した。宮沢りえさんの美しさに見惚れていた私です
が、清兵衛のように上役から無理難題を押し付けら
れる様に、どこかサラリーマン悲哀を感じたものです。

どこにもいる冴えない中年社員。自分に重ねて、剣
の達人でもないし、りえさんのような凛とした女性に
は惚れられないかもしれないが、自分らしいと想える
生き方を求めていることに共感した。何よりも愛すべ
き人たちに寄り添い、苦楽をともにしていくことに至
上のよろこびを持つ。私だって、そう想う！

私にとって、事例検討の場は映画を観ることであり、
藤沢周平を読むことなのだと思う。大学で福祉の各分
野の専門性を学ぶにしても、たこつぼ化したなかに埋
没するような専門性に意味はあまり感じない。その点、
山田洋次さんの映画は、人とのかかわりにおいてたい
せつなことを気づかせてくれます。人の気持ちを輪切
りにしたがる心理屋には到底及ばぬ世界。

藤沢周平の「蝉しぐれ」、下級武士の青春を描く。
若きワーカーの指針になることでしょう。

狭い福祉の専門性をジェネリックに膨らましてくれる映
画があります。自らを過小評価し、委縮するワーカーに、自信
を持つために必要な歩みを教えてくれる小説があります。

いずれも、自分で探し、選択することで手にすること
ができる。そのために必要な見識を皆さんはすでにお持
ちのはずです。ということで、今回は少々気取って書い
てしまいました。次回は、大いにくだけます。ご覚悟を！

老いたワーカーからの遺言（その4）

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

  

< 地域支え合い実践研修１　地域支え合いの発見の仕方 >
【仙台会場】8 月 20 日（月）　エスポールみやぎ
講師： 大坂　純（東北こども福祉専門学院 副学院長）
　　   池田　昌弘（全国コミュニティライフサポートセンター 理事長）
　　　木村　利浩（全国コミュニティライフサポートセンター 開発主査）

＜支援に関わるための基礎研修＞
【仙台会場①】7 月 30 日（月）～ 31日（火）仙都会館
講師：永坂　美晴（兵庫県明石市社会福祉協議会 地域総合支援センター
                          地域支え合い推進担当係長）
　　 岩城　和志（兵庫県淡路市社会福祉協議会 事務局次長）

平成 30 年度　宮城県被災者支援従事者研修事業



太平洋

山形県

宮城県
東松島市

岩手県

16月刊 地域支え合い情報　VOL.71　2018.7

【仙台会場】　8 月2 日（木）　仙都会館

講師： 大坂　純（東北こども福祉専門学院 副学院長）

　　   高橋　誠一（東北福祉大学 総合マネジメント学部 教授）

　　   志水　田鶴子（仙台白百合女子大学 人間学部 准教授）

　　   吉田　瑞穂（大分県中津市社会福祉協議会 地域福祉課 課長）

　　   齋藤　理恵（福島県福島市飯坂南地域包括支援センター 所長）

　　　池田　昌弘（全国コミュニティライフサポートセンター 理事長）

＜市町村担当者・受託団体上長研修＞

平成30 年度　宮城県生活支援コーディネーター養成研修

☆次号予告 特集「自宅を開放したサロン」

発行日：2018年7 月20日

編集●東北関東大震災・共同支援ネットワーク地域支え合い情報編集委員会　発行●特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宮城県仙台市青葉区木町16番30号シンエイ木町ビル1F  TEL022-727-8730 FAX022-727-8737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  E-mail joho@clc-japan.com  URL http://www.clc-japan.com/

月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 71号
バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

編 集 後 記
「生産者の顔の見える売り場って農産物にはよくありますが、海産物にはあまりありませんよ
ね」と浜人の阿部勝太さんがお話されていました。産業の枠を超えたところにも、活動のヒ
ントがあるのかもしれないですね。今回の特集は、農林水産業について、各一団体ずつ取りあげ、
震災復興・産業再生・地域支え合いの面からアプローチしました。「こういうやり方もあるのか」
と、産業や地域の枠を超え、活動や支え合いがさらに広がっていくことを願います。（田中）

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc- japan.com

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）から
震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAXまたはメールにて編集
部までお聞かせください。

読 者 の 声

69 号を読んで、世のなかには自分の知らない地域がたくさんあり、さまざまな活動を
していることをこの情報紙で知ることができました。その地域でしかできない活動をして
いるまちや自ら考えて活動をしているまちなど、自分の知らない新たな世界が見え、ほ
かの地域の活動をもっと知りたいと思いました。また、記事を書いている方の書き方が
それぞれ違っていて、とても楽しく読むことができました。（福島県金山町　A・G）

東北の力をつくりだす人・団体を紹介します。

今回は・・・

潮風薫る松島で、第二の人生の嗜み

松
島
湾
と
2
6
0
の
島
々
が

織
り
な
す
、
日
本
三
景
の
美
し
い

眺
め
を
誇
る
松
島
町
。
そ
の
沿
岸

に
あ
る
磯
崎
地
区
で
は
、
指
定
避

難
所
「
長
田
避
難
所
」
を
使
っ

て
、
定
期
的
に
カ
ラ
オ
ケ
や
体
操
、

将
棋
な
ど
の
住
民
の
集
ま
り
が
も

た
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ

「
健
康
麻
雀
愛
好
会
」
は
、
始
ま
っ

て
約
一
年
。
「
賭
け
な
い
、
飲
ま
な

い
、
吸
わ
な
い
」
会
は
、
女
性
や

初
心
者
に
も
や
さ
し
く
、
人
気
を

集
め
て
い
る
。
月
二
回
の
開
催
日

に
は
、
31
人
の
会
員
が
、
午
後
1

時
か
ら
5
時
ま
で
休
憩
を
挟
ま
ず

に
（
！
）
打
ち
続
け
る
。
定
刻
前

か
ら
集
ま
っ
て
打
ち
出
す
人
も
い
る

ほ
ど
の
熱
中
ぶ
り
で
、「
こ
の
日
を

指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い
る
」
「
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
」
「
こ
う
い
う
場

所
が
あ
る
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ
よ

ね
」
と
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
。
定

年
退
職
し
た
人
が
主
な
参
加
者
で
、

「
皆
さ
ん
と
お
会
い
し
て
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
の
が
健
康
的
」
「
脳
ト
レ

に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
健

康
増
進
に
も
役
立
つ
と
評
判
だ
。

こ
こ
で
知
り
合
っ
て
仲
良
く
な
る

人
た
ち
も
多
い
。同
じ
卓
に
な
る
と
、

「
う
ち
ど
こ
で
す
か
？
」
「
昔
何

を
仕
事
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
か
？
」

か
ら
始
ま
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
こ

と
、
健
康
の
こ
と
な
ど
話
に
花
が

咲
く
。
毎
回
組
み
合
わ
せ
が
変
わ

る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
せ
て
、

地
域
の
情
報
共
有
の
機
会
に
も
な

る
。
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
る
人
が
い

れ
ば
、「
最
近
来
な
い
ね
と
心
配

に
な
る
」
と
互
い
に
気
に
か
け
合

う
。
定
期
的
に
内
部
で
大
会
を
開

き
、
旅
行
に
も
出
か
け
る
な
ど
、

交
流
を
深
め
て
い
る
。

民
生
・
児
童
委
員
で
会
長
の
石

垣
俊
彦
さ
ん
と
高
橋
匡
則
さ
ん
が

会
を
結
成
し
た
。
認
知
症
予
防
や

ふ
れ
あ
い
の
機
会
に
な
り
、
男
性

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
を

つ
く
り
た
い
と
い
う
た
っ
て
の
願
い

が
あ
っ
た
。
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

地
区
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
（
社

協
）
に
相
談
を
し
、仙
台
市
の
「
麻

雀
定
禅
寺
ク
ラ
ブ
」
の
取
り
組
み

も
参
考
に
し
た
。
全
戸
に
チ
ラ
シ

を
配
っ
て
呼
び
か
け
、
試
験
的
に

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
望
外
に
好
評

で
、
常
設
化
し
て
現
在
に
至
る
。

活
動
費
に
は
県
共
同
募
金
会
助

成
金
や
町
の
補
助
金
を
活
用
。
町

や
町
社
協
の
職
員
も
視
察
に
訪
れ

る
な
ど
し
て
、
住
民
主
役
の
こ
の
集

ま
り
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
。

61回目
市民リレー

◎健康麻雀愛好会（宮城県松島町）

白石集落
農業生産組合
ごっとん会

岩手県下閉伊郡
山田町織笠24-59-3
34世帯　85人
高齢化率41％

DATA

手づくりの麻雀卓を囲んで。男性の参加者が約7割と多いのが特徴だ
太平洋

山形県

宮城県
松島町

岩手県

健康麻雀愛好会
活動拠点：長田避難所

（宮城県宮城郡松島町磯崎字長田68-４）
活動日：毎月第２・４月曜日
代表：石垣 俊彦
連絡先：022 -354-5290
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